
広報いの  3月号 22

診療時間：　９時 ～ １２時３０分

　　　　　１４時 ～ １７時３０分

　平成30年８月、行政機関、中心市街地事業者及び周辺事業者、地域住民、商工会、商業振興会、観光協会等

で構成される「いの町中心市街地活性化協議会」を設立しました。

　また、「いの町中心市街地活性化協議会ワーキンググループ」を立ち上げ、中心市街地事業者及び周辺事業

者・関係機関・住民等、関係する多くの方が参加し、現状や課題の洗い出し、活性化の具体的な取組について

のアイデア出しやアクションプラン（行動計画）の検討等を実施しました。この検討内容は、本計画の現状や

課題、基本となる取組などに反映されており、多くの皆さんのいの町にかける想いが詰まった「いの町中心市

街地活性化計画」を策定しました。

※中心市街地とは、中心商店街と、その周辺地域（琴平トンネル～山手線～椙本神社～国道33号～紙の博物館のエリア）をいいます。

【基本方針】 【基本となる取組】

～ 行こう！憩いのまち　いの町へ ～

【内容】

公園の活きた活用

中心市街地への食・職の拠点の整備

職の情報発信と出店希望者への支援

紙の博物館の充実と

中心市街地との連携

①みんなが楽しく過ごせるまち

②住む人、訪れる人が行き交う

　にぎわいのあるまち

③土佐和紙の歴史と仁淀川の

　自然にふれながら歩けるまち

① -Ⅰ　みんなが集える遊び場の提供

① -Ⅱ　食や特産品を通じて町内外の

　　　  人が交流できる場の提供

② -Ⅰ　商店街の人やモノの魅力や

　　　  情報の発信

② -Ⅱ　魅力的な個店や飲食店の充実

② -Ⅲ　空き家・空き店舗の利活用

③ -Ⅰ　歴史と文化、芸術、自然等の地域

　　　  資源を活用した　にぎわいの創出

③ -Ⅱ　商店街を拠点とした自然、

　　　  スポーツ体験メニューの提供

③ -Ⅲ　土佐和紙を用いたいの町

　　　　ブランドの開発

中心市街地を拠点とした土佐和紙を

活用した商品の開発・販売

中心市街地を拠点とした

アウトドアスポーツの振興

いこ  いの  まち

　今後も協議会を中心に関係各機関、事業者・住民の皆さんと共に、「訪れる町内外の方や住民にとって、心から安ら

げる、居心地の良い「憩い」のまち、幸せを感じられるまち」を目指して、中心市街地活性化に取り組んでいきます。

本計画については、ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

▪問い合わせ　　産業経済課　　☎ ８９３－１１１５

いの町中心市街地活性化計画を策定しました


